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今月号では、農業分野における新たな可能性を拓く「磁歪ク
ラッド材」を特集しました。この素材は、化学農薬に依存せず
に害虫防除と振動発電を両立させる、画期的な技術です。記事
では、磁歪クラッド材の特性や振動技術の研究から実用化に至
るまでのプロセス、さらには今後の応用展開について詳しく紹
介しています。

特筆すべきは、農業分野での実用化を目指した具体的な取り
組みです。トマト栽培施設での実験では、磁歪式振動装置が害
虫の防除と受粉促進に効果を発揮し、持続可能な農業技術とし
ての可能性を示しました。また、振動発電への応用が進めば、

エネルギーハーベスティング技術として持続可能な社会に貢献
する新たな選択肢を提供すると考えられます。

一方で、素材の製造コスト削減や異種金属接合技術のさらな
る発展といった課題も残されています。それでも、現場のニー
ズを的確に捉えた技術者たちの努力と情熱は、これからの農業
とエネルギーの未来を切り拓く鍵となるはずです。

春の訪れとともに、技術革新の新たな可能性を感じさせる今
号をお届けできたことを嬉しく思います。読者の皆様も、本技
術がもたらす未来をぜひ想像してみてください。　　  （T. I.）
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CLASSIC LINE
遊星型ボールミル

▼

容器がセットされる様子。

“NANO領域”PREMIUM LINE P-7.
明日の遊星型ボールミルはこれだ。

ドイツ フリッチュ社製遊星型ボールミル

P-5/4 P-6 P-7

遊星型ボールミルの
パイオニア

フリッチュ社の技術で
容器1個で遊星型に

微量の試料を
対象に

●通常の容器、雰囲気制御
容器ともボールも含めて次
ぎの材質を御使用いただ
けます。メノー、アルミナ、
ジルコニア、チッカ珪素、ス
テンレス、クローム、タング
ステンカーバイト、プラスッ
チクポリアミド　●容器の
サイズ。500, 250, 80, 
45, 12cc。 ●乾式のみ
ならず湿式での粉砕が
可能。またI S O9001, 
TUEV,  CE等の国際安全
基準をクリアー

premium lineと並んで従来どおりの
遊星型ボールミルトリオも併せて
ご提供いたします。

M/A、エネルギー関連材料、機能性セラミックス、環境リサイクル、電気電子材料等の開発に不可欠な

特色
1. 弊社Classic Line P-7と比べて250％の粉砕パワーUP
 自転 : 公転比率 : 1 : －2． MAX 1,100/2,200rpm
 粉砕エネルギー : MAX 94Ｇ（Classic Line P-7では46Ｇ）
2. 容器を本体に内蔵。
外部に飛び出す危険性は皆無に。

3. 容器のサイズは20, 45, 
 80ccの3種類。
 雰囲気制御容器も多数用意。
4. 容器のセット、取り出しも
極めて容易に。

Ｐ-5/4, Ｐ-6, Ｐ-7

CLASSIC LINE 雰囲気制御容器一例

カタログおよび価格表は弊社にお問い合わせください

フリッチュ・ジャパン株式会社 info@fritsch.co.jp　http://www.fritsch.co.jp
本　　　社　〒231-0023 横浜市中区山下町252 Tel（045）641-8550 Fax（045）641-8364
大阪営業所　〒532-0011 大阪市淀川区西中島7-2-7 Tel（06）6390-0520 Fax（06）6390-0521
福岡営業所　〒819-0022 福岡市西区福重5-4-2 Tel（092）707-6131 Fax（092）707-6131

カタログおよび価格表は弊社にお問い合わせください

本体価格（税別）:
3,000,000円～

本体価格（税別）:
2,350,000円～

本体価格（税別）:
1,350,000円～

本体価格（税別）:
1,450,000円～
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■継目なし銅鍛造品を採用
継目なし一体構造の鍛造製の坩堝本体の形状・寸法は非常に正確な精度を維持して加工されて
おります。

■高度な機能性
全体にわたっての坩堝の形状・寸法は均一かつ優れた熱伝導率や機械的な強度や軟水性あるいは
再結晶温度、さらには優れた硬度により、長寿命かつ安定的に稼働可能な坩堝です。

社の総販売代理店

KME社は2023年3月1日より新社名　　　　　社に変更となりました。
永年のご愛顧に感謝するとともに、今後とも何とぞ変わらぬご支援を
賜りますようお願いいたします。

社の鍛造製銅坩堝の優れた技術とは！社の鍛造製銅坩堝の優れた技術とは！
　　　　　社は顧客の優れた溶融技術に対応した高精度の坩堝を提供いたします。
しかも継目なし一体構造の鍛造製の坩堝は特許品の特殊合金エルブロデュールG（CuCrZr）で
作成されており、以下の様な特徴を兼備しております。
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